
循環型社会の構築に貢献する
　
途
上
国
の
経
済
成
長
に

伴
う
資
源
の
逼
迫
や
、
地

ひ
っ
ぱ
く

球
規
模
の
環
境
問
題
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
、
循
環

型
社
会
の
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
全
国
の
一
般

廃
棄
物
に
つ
い
て
、
排
出

量
、
最
終
処
分
量
、
最
終

処
分
場
の
残
余
容
量
が
減

少
し
て
い
る
。
一
部
の
金

属
し
か
回
収
さ
れ
て
い
な

い
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ゲ

ー
ム
機
な
ど
の
使
用
済
み

小
型
電
子
機
器
に
つ
い
て

は
、
再
資
源
化
を
促
進
す

る
法
律
案
が
開
会
中
の
第

１
８
０
回
通
常
国
会
で
審

議
さ
れ
て
い
る
。
経
済
産

業
省
と
環
境
省
の
審
議
会

は
合
同
で
レ
ア
メ
タ
ル
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

小
型
電
子
機
器
の
再
資
源
化
促
進
資
源
確
保
の
視
点
で
検
討

廃棄物処理技術

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ４月２０日 金曜日 　　

レ
ア
メ
タ
ル
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
検
討
す
る
産
業

構
造
審
議
会
の
小

委
員
会
と
中
央
環

境
審
議
会
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

　
環
境
省
は
３
月

日
に
全

国
の
一
般
廃
棄
物
に
関
す
る

年
度
の
排
出
と
処
理
の
状

況
を
ま
と
め
た
。
ゴ
ミ
総
排

出
量
は
前
年
度
比
１
・
９
％

減
の
４
５
３
６
万

で
、
１

人
１
日
当
た
り
の
ゴ
ミ
排
出

量
が
同
１
・
８
％
減
の
９
７

６

だ
っ
た
。
ゴ
ミ
処
理
の

状
況
は
最
終
処
分
量
が
前
年

度
比
４
・
５
％
減
の
４
８
４

万

、
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
同

０
・
３

増
の

・
８
％
だ

っ
た
。

　

年
度
末
の
ゴ
ミ
焼
却
施

設
の
状
況
は
、
施
設
数
が
前

年
度
比
１
・
８
％
減
の
１
２

２
１
施
設
、
１
施
設
１
日
当

た
り
の
処
理
能
力
が
同
１
・

３
％
増
の
１
５
２

と
な
っ

た
。

　

年
度
末
の
最
終
処
分
場

の
状
況
は
、
残
余
容
量
が
前

年
度
比
１
・
４
％
減
の
１
億

１
４
４
６
万
立
方

。
残
余

年
数
は
全
国
平
均
で
前
年
度

末
比
０
・
６
年
増
の

・
３

年
だ
っ
た
。
残
余
年
数
は
当

該
年
度
末
の
残
余
容
量
を
、

当
該
年
度
の
最
終
処
分
量
で

割
る
な
ど
し
て
算

出
す
る
。
今
年
度

は
最
終
処
分
量
の

減
少
に
よ
っ
て
見

か
け
上
は
増
加
傾

向
に
な
っ
た
。

　
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
や
資
源
の

有
効
な
利
用
の
観

点
か
ら
、
使
用
済

み
小
型
電
子
機
器

の
再
資
源
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律

案
が
３
月
９
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
、

今
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ

た
。

　
使
用
済
み
小
型
電
子
機
器

は
、
そ
の
相
当
部
分
が
廃
棄

物
と
し
て
排
出
さ
れ
、
多
く

は
一
般
廃
棄
物
と
し
て
市
町

村
に
よ
る
処
分
が
行
わ
れ
て

い
る
。
市
町
村
に
よ
っ
て
処

分
さ
れ
る
場
合
に
は
、
鉄
や

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
一
部
の

金
属
し
か
回
収
で
き
て
い
な

い
。
金
や
銅
、
レ
ア
メ
タ
ル

な
ど
の
有
用
金
属
は
埋
め
立

て
処
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
法
律
を
制
定
し
、
使
用

済
み
小
型
電
子
機
器
の
再
資

源
化
を
促
進
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
具
体
的
に
は
再
資
源
化
の

た
め
の
事
業
を
行
お
う
と
す

る
者
は
、
再
資
源
化
事
業
の

実
施
に
関
す
る
計
画
を
作
成

し
、
環
境
相
お
よ
び
経
済
産

業
相
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
再
資
源
化
事
業

計
画
の
認
定
を
受
け
た
者
、

ま
た
は
そ
の
委
託
を
受
け
た

者
が
使
用
済
み
小
型
電
子
機

器
の
再
資
源
化
に
必
要
な
行

為
を
行
う
と
き
は
、
市
町
村

長
に
よ
る
廃
棄
物
処
理
業
の

許
可
を
不
要
と
す
る
も
の

だ
。

　
環
境
省
は
積
極
的
に
広
域

的
な
使
用
済
み
小
型
電
子
機

器
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
を
「
小
型
電

子
機
器
等
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
構
築
協
力
地
域
」
と
し

て
認
定
す
る
こ
と
を
決
定
。

３
月

日
に
は
既
に
広
域
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
秋
田
県

の
全
市
町
村
と
、
九
州
地
域

の
い
く
つ
か
の
市
町
を
認
定

し
た
。
合
わ
せ
て
小
型
電
子

機
器
等
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
構
築
協
力
地
域
の
公
募
を

同
日
か
ら

年

月
末
ま
で

の
期
間
で
始
め
た
。

　
産
業
構
造
審
議
会
の
小
委

員
会
と
中
央
環
境
審
議
会
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は

年

月
か
ら
合
同
会
合
を
開

き
、
レ
ア
メ
タ
ル
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね

て
い
る
。

年
夏
を
め
ど
に

と
り
ま
と
め
る
予
定
だ
。
今

回
の
審
議
は
こ
れ
ま
で
の
比

較
的
量
の
多
い
廃
棄
物
を
対

象
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
て
、
新
た
な

資
源
確
保
の
問
題
と
い
う
と

こ
ろ
に
検
討
の
視
点
を
置
い

て
い
る
。
レ
ア
メ
タ
ル
の
リ

サ
イ
ク
ル
で
は
、
回
収
量
の

確
保
や
、
処
理
途
中
で
の
海

外
へ
の
流
出
、
リ
サ
イ
ク
ル

技
術
の
開
発
、
製
品
に
対
す

る
レ
ア
メ
タ
ル
の
含
有
情
報

な
ど
で
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
環
境
省
は

年
度
か
ら
廃

棄
物
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し

て
海
外
展
開
す
る
「
日
系
静

脈
産
業
メ
ジ
ャ
ー
の
育
成
・

海
外
展
開
促
進
事
業
」
を
実

施
し
て
い
る
。
日
本
の
静
脈

産
業
が
海
外
で
事
業
展
開
す

る
こ
と
を
支
援
し
、
世
界
規

模
で
環
境
負
荷
の
低
減
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
日
本
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
の

が
狙
い
だ
。
こ
の
事
業
の
一

環
と
し
て
、
海
外
展
開
計
画

の
実
現
可
能
性
調
査
の
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。


